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◎ 心のおもり 

 年が明けたかと思え

ば、もう２月も後半にな

りました。本当に春はす

ぐそこに来ています。 

先日、読んでいた雑誌

にある作家のお話が載っていました。この方は、父親から「も

のを欲しがるな」「見栄を張るな」と、子どもの頃から厳しく

言われて育ちました。その言葉が自分の戒め（心のおもり）と

なり、充実した人生を送ることができたと述べています。 

空を飛ぶ気球に積ま

れている砂袋のように、

「心のおもり」がなけれ

ば人間も大空の彼方に飛

んでいってしまうのかも

知れません。「他人に迷

惑をかけてはならない」

「辛抱が大切」「努力は裏切らない」など様々なおもりを、私

たちは親や身近な大人から言われ授けられてきています。「名

こそ惜しけれ（自分の名を汚すような、恥ずかしいことはする

な）」とは、武士道が示す武士の基本的な考え方ですが、この

ようなおもりこそ人間の生き方を形づくるものではないかと

思います。 

◎ 各地区文化祭 

 前回も触れましたが、２月１日（月）にＰＴＡ活動の一環と

してあいさつ運動を行っていただきました。真冬の寒い時期も

雨の日もあるわけですが、今年度ご参加いただいた保護者の皆

様、ＰＴＡ本部の皆様。有難うございました。 

◎ 頑張れ ３年生 

 この冬は寒暖の差が激しく、体調を崩しやすい気候が続いて

います。保護者・地域の皆様方には、健康に十分ご留意のうえ、

お過ごしください。 

  さて、３年生にとっては、進

路決定の季節となりました。１

２月末から私立高校の入試がス

タートし、２月４日には県立高

校の特別選抜試験が実施されま

した。入試ともなると、その結

果は必ずしも生徒にとってうれ

しいものとは限りません。第２・第３希望ということも考えら

れるわけですが、そのことをどうとらえるかは、本人の気持ち

次第です。 

 私たちの生活において、全てが思い通りにいくということは

ありません。むしろ悔しい思いや悲しい思いをすることの方が

多いようにも思います。しかし、失敗や挫折の経験が比較的少

ない中学生にとっては、大きな心の痛手であり、悲観的に考え

てしまう傾向が強いと思われます。 

 元プロ野球楽天監督の野村克也さんは、「失敗と書いて、成

長と読む」と、ご自分の著書に書いておられます。一つの失敗

が次の飛躍へのエネルギーになる事を、保護者や教師といった

周りの大人が伝えてやらなくてはいけないと思います。 

 ３月３日・４日には、県立高校の一般選抜試験を控えていま

す。３年生には、感染症対策をこれまで以上に意識して、ぜひ

ベストの状態で入試を乗り切って欲しいと願っています。 

【入試前にもう一度見ておこう 保健室前掲示板】 

 


